
◎
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

　

町
で
は
次
の
と
お
り
臨
時
職
員

を
募
集
し
ま
す
。
次
の
場
所
に
備

え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
（
自
筆
）
し
、
写
真
を
貼
り
、

添
付
書
類
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
紹

介
状
を
添
え
て
総
務
課
人
事
厚
生

係
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
込
書
取
得
場
所
】

 

総
務
課
人
事
厚
生
係
、
熊
石
総

合
支
所
、
落
部
支
所
、
相
沼
泊
川

出
張
所
、
函
館
公
共
職
業
安
定
所

八
雲
出
張
所
（
申
込
書
は
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

《
一
般
事
務
職
員
》　

【
募
集
人
員
】
1
名

【
応
募
資
格
】

①
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有

し
、
八
雲
町
内
か
ら
通
勤
可
能

な
方
（
Ａ
Ｔ
限
定
可
）

②
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
な
ど
パ
ソ

コ
ン
の
基
本
操
作
が
で
き
る
方

【
勤
務
場
所
】
建
設
課

【
雇
用
期
間
】

　

10

月
1
日
〜令

和
2
年
3
月
31

日

【
勤
務
日
】
月
〜
金
曜
日

【
勤
務
時
間
】

　

午
前
8
時
30

分
〜午

後
5
時
15

分

【
添
付
書
類
】
運
転
免
許
の
写
し

【
業
務
内
容
】
一
般
事
務

【
賃
金
】
日
額　

6
，
6
0
0
円

【
特
別
賃
金
】
年
間
97

日
分　

※
初
年
度
は
減
額
さ
れ
ま
す
。

【
保
険
な
ど
】

　

健
康
保
険
、
厚
生
年
金
、
雇
用

保
険
、
労
災
保
険
に
加
入

【
申
込
期
限
】

　

9
月
13

日
（
金
）

午
後
5
時
15

分
ま
で

　

（
郵
送
の
場
合
は
必
着
）

【
試
験
予
定
日
】

　

9
月
19

日
（
木
）
午
後
1
時

【
採
用
方
法
】

　

書
類
選
考
、
適
正
試
験
、
面
接

試
験

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

総
務
課
人
事
厚
生
係　

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
1
1
1

八
雲
町
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

10

月
1
日
か
ら
、
公
的
年
金
等

の
収
入
や
所
得
額
が
一
定
基
準
額

以
下
の
年
金
受
給
者
の
生
活
を
支

援
す
る
た
め
に
、
年
金
に
上
乗
せ

し
て
支
給
さ
れ
る
年
金
生
活
者
支

援
給
付
金
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

　

給
付
金
を
受
け
取
る
た
め
に

は
、
左
記
の
要
件
を
満
た
す
と
と

も
に
、
請
求
書
を
日
本
年
金
機
構

（
年
金
事
務
所
）
へ
提
出
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

【
対
象
者
と
な
る
方
】

（
1
）
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し

て
い
る
方

・
65

歳
以
上
の
老
齢
基
礎
年
金
を

受
給
し
て
い
る
こ
と

・
同
一
世
帯
の
全
員
が
市
町
村
民

税
非
課
税
で
あ
る
こ
と

・
前
年
の
公
的
年
金
等
の
収
入
金

額
と
そ
の
他
の
所
得
と
の
合
計

額
が
8
7
9
，
3
0
0
円
以
下

で
あ
る
こ
と

（
2
）
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基

礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

・
前
年
の
所
得
額
が
4
，
6
2
1
，

　

0
0
0
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

※
所
得
制
限
額
は
、
扶
養
親
族
の

数
に
応
じ
て
増
額
し
ま
す
。

【
給
付
額
】

　

右
記
（
1
）の
場
合
、
次
の
①
、
②

を
合
算
し
た
額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

①
保
険
料
納
付
済
期
間
に
基
づ
く

額
（
月
額
）
＝
5
，
0
0
0
円

（
※
）
×
保
険
料
納
付
済
月
数
／

4
8
0
月

※
毎
年
度
、
物
価
変
動
に
応
じ
て

改
定
し
ま
す
。

②
保
険
料
免
除
期
間
に
基
づ
く
額

（
月
額
）
＝
約
1
0
，
8
3
4
円

（
※
）
×
保
険
料
免
除
月
数
／

4
8
0
月

※
保
険
料
の
免
除
区
分
に
よ
り
異

な
り
ま
す
。

　

上
記
（
2
）
の
場
合
、
次
の
い
ず

れ
か
の
額
と
な
り
ま
す
。

①
障
害
等
級
2
級
お
よ
び
遺
族
で

あ
る
者　

5
，0
0
0
円（
月
額
）

②
障
害
等
級
1
級
で
あ
る
者　
　

6
，
2
5
0
円
（
月
額
）

【
請
求
手
続
き
】

（
1
）
平
成
31
年
4
月
1
日
以
前

　

か
ら
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

　

対
象
と
な
る
方
に
は
、
日
本
年

金
機
構
か
ら
請
求
手
続
き
の
ご
案

内
が
9
月
上
旬
か
ら
順
次
届
き
ま

す
。
同
封
さ
れ
た
請
求
書
（
は
が

き
）
に
必
要
事
項
を
記
入
、
押
印

の
上
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
2
）
平
成
31
年
4
月
2
日
以
降

　

に
年
金
を
受
給
し
始
め
た
方

　

年
金
の
請
求
手
続
き
と
あ
わ
せ

て
年
金
事
務
所
ま
た
は
役
場
お
よ

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
制
度
が
は
じ
ま
り
ま
す

び
支
所
の
窓
口
に
て
請
求
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省

を
装
っ
た
不
審
な
電
話
や
案
内
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
】

　

日
本
年
金
機
構
（
年
金
事
務

所
）
、
厚
生
労
働
者
お
よ
び
役
場

な
ど
の
公
的
機
関
か
ら
、
電
話
に

て
口
座
番
号
等
を
直
接
お
聞
き
し

た
り
、
手
数
料
等
の
金
銭
を
求
め

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

万
一
、
そ
の
よ
う
な
不
審
な
電

話
が
か
か
っ
て
き
た
際
は
、
役
場

ま
た
は
警
察
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
生
活
課
社
会
係　

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
1
1
2

　

制
度
等
を
詳
し
く
知
り
た
い
場

合
は
、
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
ま

た
は
年
金
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

・
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
0
5
7
0
│
0
5
│
4
0
9
2

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

・
函
館
年
金
事
務
所

　

☎
0
1
3
8
│
82

│
8
0
0
2

【
受
付
時
間
】

・
月
曜
日　

　

午
前
8
時
30

分
〜
午
後
7
時

・
火
〜
金
曜
日　

　

午
前
8
時
30

分〜
午
後
5
時
15

分

・
第
2
土
曜
日　

　

午
前
9
時
30

分
〜
午
後
4
時
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